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令和４年９月橋本市議会定例会会議録（第２号）その４ 

令和４年９月12日（月） 

                                          

（午前11時30分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番３、16番 田中君。 

〔16番（田中博晃君）登壇〕 

○16番（田中博晃君）皆さま、こんにちは。ま

た昼またぎかと思ってしまいます。 

 そんなこんなで、通告に従い、一般質問を行

います。 

 今回、橋本ワクワク大作戦 Vol.2。 

 「あのまちは活気あるよね」、「あんなまちに

住んでみたい」、「うちは何で」といった声を聞

くことがある。本市が住民の皆さんや来訪され

る方々から、「橋本市ええわー」と言ってもら

えるような、そして、橋本市に携わる全ての皆

さんがわくわくするようなまちを創造してい

くために、以下の提案をしていきます。 

 まず一つ目。本市に携わる方々の活躍を積極

的に全国発信してみては。 

 これも議会初日、市長のお言葉にもあったん

ですけれども、夏の甲子園やインターハイ、全

国総合文化祭をはじめ、和歌山県消防操法大会

小型ポンプの部での優勝、全国大会出場など、

あらゆる分野での活動で、本市在住や本市出身

の方々の活躍が顕著である。これら様々なシー

ンでの活躍をもっともっと市民の皆さんに知

ってもらい、市民の方々に、「うわ、橋本市元気

あるやん」、「よし、もっと頑張ろう」と思って

もらえるような発信を、本人やご家族の許可の

取れたものから、調査や関係機関での掲示やＳ

ＮＳ、ホームページ、そして市広報での発信と、

それに伴う可能な限り、かつ偏りのない情報収

集ができれば、本市の活気づけはもちろんのこ

と、日本中、世界中に橋本市を知ってもらうツ

ールの一つになると考えるが、本市の見解は。 

 二つ目。日中独居を含む独居高齢者への対策。 

 少子高齢化や核家族化により、独り暮らしの

高齢者が多いだけでなく、同居家族が仕事等で

日中独居、いわゆる高齢者の実質独り暮らしが

増えている。また、高齢の両親を独り暮らしの

状態にさせておけないという背景から、両親と

同居することを選択する人も増えている。本市

では、げんきらりー教室やふれあいサロン、あ

るいは公民館等でのサークル活動など、交流の

場が多くある。一定の条件はあるものの、外出・

買物支援や要介護・要支援と認定された方への

配食サービスなどもある。 

 今回は、介護保険法で支援対象とならない日

中独居高齢者を含む独居高齢者への対策とし

て、以下を問う。 

 １、独居高齢者と日中独居高齢者がどの程度

存在しているのか。また、どのような調査によ

り把握しているのか。 

 ２、同居家族がいるために受けられない見守

りサービスなどの行政サービスがあるのか。ま

た、そのサービスについてどのように情報発信

を行っているのか。 

 ３、日常的に外出等を好まない等で、また、

他地域から引っ越してきた日中独居高齢者や

独居高齢者に対し、地域の活動への橋渡しをど

のように行っているのか。 

 ４、行政からの補助のあるなしにかかわらず、

センサーやカメラによる見守りサービス導入

などの市民からの問合せにどの程度対応でき

ているのか。 

 ５、セーフティーネットにかからない独居高

齢者（日中独居を含む）対策が必要では。 

 三つ目です。コミュニティバスとデマンド交

通の改革について。 
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 今までも、先輩、同僚議員から多数の質問が

あるコミュニティバスとデマンド交通。私自身、

委員会で、福岡県八女市と静岡県富士市へコミ

ュニティバスやデマンド交通の視察を行い、当

局も参加していたことから、視察内容も共有・

検討されてきたと思う。 

 高齢者の免許返納や市民の交通手段の一つ

として、また、通院等安心安全になくてはなら

ないセーフティーネットの一つであるコミュ

ニティバスとデマンド交通。公共施設の共有な

ど、市町間の連携も議論されると聞く中で、自

治体の枠を超えた住民の交通手段の議論も必

要だと考え、以下を問う。 

 １、市町の枠を超えたコミュニティバスの導

入について。 

 ２、市民のセーフティーネットとしての予約

制デマンド交通拡充について。 

 以上、壇上からの質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君の質問、橋

本ワクワク大作戦 Vol.2に対する答弁を求め

ます。 

 総合政策部長。 

〔総合政策部長（土井加奈子君）登壇〕 

○総合政策部長（土井加奈子君）橋本ワクワク

大作戦についてお答えします。 

 まず、一点目の本市に携わる方々の活躍を積

極的に全国発信してみてはについては、本定例

会の開会日に市長から紹介があったとおり、今

年もスポーツや文化における様々な大会にお

いて、本市に在住または通学している児童や生

徒の皆さまが全国大会に勝ち進み、見事な活躍

をされました。全国大会においても健闘され、

すばらしい結果を残されています。また、和歌

山県消防操法大会においては、橋本市消防団を

代表して出場した高野口第１分団が小型ポン

プ操法の部で優勝され、全国大会に出場されま

す。 

 議員おただしのとおり、本市を代表して大会

などに臨まれる子どもから大人までの多くの

方が様々な分野で活躍され、このようなすばら

しい成績を収められています。本市では、それ

ぞれの分野における活動が顕著であった方々

に対し、激励会や報告会の場を設け、ご健闘を

たたえるとともに、その様子をホームページや

フェイスブック、「広報はしもと」などで紹介

しています。また、懸垂幕の設置や庁舎など玄

関前への掲示により、来庁される皆さまへの周

知に努めているところです。 

 おただしの可能な限り、かつ偏りのない情報

収集については、公平に発信するという観点か

らも、まずは公平に情報収集することが重要で

あると認識しています。市内の学校や関係団体

に向けては情報提供を依頼しているところで

すが、加えて、広報やホームページなどにおい

て、情報提供についての周知を定期的に実施し

たいと考えています。 

 次に、三点目のコミュニティバスとデマンド

交通の改革についてお答えします。 

 まず、一つ目の市町の枠を超えたコミュニテ

ィバス導入についてですが、現在、本市では、

コミュニティバス４路線、デマンドタクシー８

路線を市内各地で運行しており、日常の買物や

通院、通勤、通学等、様々な用途に利用いただ

いています。 

 運行に関してご意見を頂く中で、市外の病院

へ行く際に利用したいというお声も頂戴して

おり、市外への路線延伸は、利便性から見れば

高まることは確かです。しかしながら、運行エ

リアや設定料金に関しては民間事業者の経営

に影響を与える可能性があり、慎重な検討が必

要ですので、橋本市生活交通ネットワーク協議

会において慎重に協議を進めてまいります。 

 次に、二つ目の市民のセーフティーネットと

しての予約制デマンド交通拡充についてです

が、現在、デマンド交通は月曜日から金曜日の

１日３往復６便を運行しています。令和５年４
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月に市内公共交通の見直しを予定しており、見

直しに向けては、土曜日の運行開始、１日４往

復８便への増便、コミュニティバスへの乗り継

ぎ時間の短縮など、事業者と調整を進めている

ところです。 

 今後も、利便性と持続可能性を両立できる運

行形態を追求してまいりますので、ご理解とご

協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

〔健康福祉部長（久保雅裕君）登壇〕 

○健康福祉部長（久保雅裕君）最後に、二点目

の日中独居を含む独居高齢者への対策につい

てお答えします。 

 まず、一つ目の独居高齢者等の人数と把握の

方法については、県へ毎年報告を行う和歌山県

における高齢化の状況調査で推計しています。

なお、令和４年１月１日時点での状況は、65歳

以上の人口が２万562人、在宅高齢者が１万

9,351人、そのうち、独居高齢者は4,576人とな

っています。しかし、日中独居高齢者について、

統計的な調査や実態的な調査は今のところ行

っていません。 

 二つ目の同居家族がいるために受けられな

い見守りサービスなどの行政サービスの有無

と、サービスの情報発信の方法についてですが、

本市の見守りサービス事業として、高齢者配食

サービス見守り事業は、日中独居で安否確認が

必要な方であれば同居家族の有無にかかわら

ず利用が可能で、令和３年度は全体で110人が

利用しました。このほかにも、警備会社の緊急

通報サービスを活用した高齢者の安全生活支

援サービスや、乳酸飲料の配布の際に安否確認

をする愛の一声運動等がありますが、独り暮ら

しや高齢者のみの世帯に属する要援護高齢者

等が対象となり、日中独居の人は対象外となり

ます。 

 市民への情報発信ですが、本人、家族、近隣

の人などからの相談に対応するために、窓口に

チラシを置くとともに、相談があったときには

どの福祉サービスを利用するか、アセスメント

をしながら進めているところです。 

 三つ目の地域活動への橋渡しについてです

が、本人や家族からいきいき健康課に相談があ

れば、まずはふれあいサロンやげんきらりー、

いきいき百歳体操教室など地域の交流の場を

紹介し、実施者には必要に応じて孤立防止のた

めの見守りや生活支援等、きめ細やかに声をか

けてもらうなどの橋渡しをしています。しかし、

高齢者の社会参加を促す取組に努めています

が、多様な考え方がある中、全ての人が希望ど

おりの活動に巡り会うことができるわけでは

ありません。 

 四つ目のセンサーやカメラ等による見守り

サービスの問合せ対応についてですが、プライ

バシーの保護に留意しながら、ご家族等の要望

に対応して警備会社が独自に提供する見守り

サービス等を紹介する場合もあります。 

 五つ目のセーフティーネットにかからない

日中独居を含む独居高齢者対策については、今

後、支える側も支えられる側も高齢化が進み、

独居高齢者や高齢者世帯が増加していくこと

が予想されます。住み慣れた地域で自分らしい

暮らしを最後まで送ることができるよう、地域

包括ケアシステムを構築する中で、第２層協議

体や区自治会が行う地域づくりを通じた地域

のつながりの強化と、様々な公共サービスや民

間事業も含めた福祉サービスをうまく組み合

わせて、自助、互助、共助、公助による対策を

柔軟に考えていく必要があると考えています。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君、再質問あ

りますか。 

 16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）答弁ありがとうございま

す。 

 それでは、一つ目の分から再質問をさせてい

ただきます。 



－34－ 

 答弁でもそれぞれの分野における活動が顕

著であった方々に対しとか言われていました

けれども、実際できてないよねって、偏りがあ

るよねというのを今回言いたかったんです。せ

っかくやからみんなやってあげてほしいんで

す。例えば現状、橋本市の子らが仮にインター

ハイやと仮定したら、そこって実は把握できて

なかったりしませんか。いかがですか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）今、子どもさ

んたちが参加している大会というのは、以前よ

りもずっと種類が多くなってきていると思い

ます。それはスポーツにおいても文化において

も言えることだと思うんですけれども、それら

について本当に本市の皆さんが、子どもさんか

ら大人まで頑張って取り組んで活動されてい

ることは承知しております。それらの活躍に対

して情報収集という点では、今できる限りの情

報収集というところを進めておるところでは

あるんですけれども、議員おただしのように、

まだつかめていないところもあろうかと思い

ます。こういうこと、口コミであったりですと

か、それからお知らせをお願いすることによっ

て情報収集ができるのかなと思っています。今

現在は、主には学校でありましたりとか体育協

会などにそのようなお声かけはさせていただ

いているところではあるんですけれども、さら

に広く呼びかけをさせていただければと思っ

ております。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）自分もずっと野球に携わ

っているんで、今回、甲子園の関係の子とかも

すごくよく知っているんでうれしいです。あえ

て活躍の場、紹介の場を与えていただいたこと。

でも、片ややっぱりどうしてもいろんな全国レ

ベルの活躍をしているのに、紹介してあげれな

い子どもたちがおる、子どもだけじゃなくて、

もしかしたら経済分野ですごい活躍された方

がおるかもしれへんけれども、そこももしかし

たら、まだ市のほうに情報が入ってきていない

というのがあるかもしれへんのでね。 

 これについてはさほど質問はないんやけど、

やっぱり情報収集って一番大事やと思うんで

すよ。これからも周知を定期的にやっていって

ということなんですけれども、例えば特にフェ

イスブックなんかとかやったら、情報を集める

にあたって上に固定できますよね。「今こんな

情報を集めてますよ」というのを、例えば橋本

市のホームページの上部に固定して、それをト

ップに見えるような、これは時期とかタイミン

グもあるかと思うんですけれども、そういった

方法もできるんで、まずはネット関係でもらえ

るのが一番、市としてもいっぱいいろんな情報

がある中で、見る方ってやっぱりフェイスブッ

クとかが多いんかなと思うんですけれども、そ

ういった方向でフェイスブックを存分に利用

する。ＬＩＮＥなんかも利用したらいいと思う

んですけれども、そういった辺りでの情報収集

もやっていくべきではと思うんですけど、いか

がですか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）本当にホーム

ページであったりとか、ＳＮＳであったりとか、

そういうところというのは、皆さんかなりご関

心を持たれて見ていただいているところでは

あると思うので、目につくところに掲示すると

いうのは効果があることやと思います。ただし、

一番先頭のところにという、フェイスブックの

最初のところに掲示するというところは、今の

段階では緊急時を想定して掲載しております

ので、今、市長の行動記録ということで報告会

であったりとか激励会に来ていただいた方々

との記事を載せさせていただいています。その

ところに、このようなまたご活躍についてお知

らせを願うということで広報というか、周知し

ていきたいなと思っています。 
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○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）とにかく偏りのないよう

に、みんなが頑張っているんやというのを発信

していけるような体制をつくってください。 

 続きは午後でお願いします。１項目めを終わ

ります。 

○議長（小林 弘君）この際、16番 田中君の

以降の再質問を保留して、午後１時まで休憩を

いたします。 

（午前11時50分 休憩） 

                     

（午後１時00分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会議

を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 16番 田中君、再質問をお願いします。 

 16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）午後も始まりました。 

 答弁いただいたんですけれども、やはり私は、

セーフティーネットというのは何重にも重ね

るべきものやと思っています。以前の一般質問

で、たしか１番議員もこの辺りの質問をされて

おってそのときの答弁にも、やっぱり高齢者が

自立した生活を送るための支援の推進とか、高

齢者の安全安心な生活の確保とか、権利擁護の

推進とか、様々なことを言われておりました。

いろいろ私も、橋本さわやか長寿プラン21、ず

っと読んできた中で、読めば読むほど、もしか

したら、ここがもれやすくなっている、網の目

から落ちる可能性があるのではないかと思っ

たのが、壇上でも言いましたけども、日中独居

であったり、日中の高齢者世帯であったりとい

う部分です。 

 今までも担当課のほうに相談業務を持って

いきますと、どうしても例えば要支援を受けた

らこんなん受けられますよとか、要は市の枠内

の話はどんどんしていただけるんですけれど

も、もっともっとその方その方お一人お一人に

合った内容というのが、これからどんどん増え

てくる。そして、よその地域からどうしても親

を引き取るって言い方は悪いかもしれへんけ

れども、親をこっちへ来てもらおうとなった場

合、住みやすいまちじゃないところに来ていた

だくことになったら、なおさらやはり市の助け

というのが必要なんかなというふうに考えて

おります。 

 答弁の中でも、地域包括ケアシステムを構築

する中で、第２層協議体や区自治会が行う地域

づくりを通じた地域のつながりの強化と様々

な公共サービスや民間事業も含めた福祉サー

ビスをうまく組み合わせて、自助、互助、共助、

公助による対策を柔軟に考えていく必要があ

る。だから、どうするかというところです、大

事なのは。ちょっと言い方は悪いですけれども、

やはり現状が把握されてないのかなというふ

うに感じてしまいます。これは私の思い込みか

もしれないですけれども、私はそう思いました。 

 再質なんですけれども、数字の部分ですね、

推計してきたということなんですけれども、令

和３年の和歌山県における高齢者の状況とい

うのを見たら、一部の市町では実態調査をして

います。僕が言いたいのは、推計と実態は違う

んやでというところから、現状把握の観点で推

計していますという答弁やったんですけれど

も、数字以外の何が読み取れるのか。こちらに

ついてお伺いいたします。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今の質問に

お答えします。 

 確かに本市の和歌山県の報告につきまして

は、住民票ベース、そして施設に入居している

方を除いた数字というふうになっております。

そういった中で、町の中ではどういうことが起

きているかというと、区長やら地域の方々が、

「ちょっとこの家、新聞たまっているよ」とか、

「出てこないんだけど」というところとか、そ



－36－ 

れから配食サービスの部分で「出てこないんだ

けど」という通報があって、よくよく見てみた

ら悲しい状況になっていたとかいうところも

あります。 

 この数字、実態調査、推計の中でも言えてい

ることが、どんどんおっしゃるように数が増え

ております。こうした中で、従来の福祉サービ

スだけではなかなか目が行き届かないところ

も出てきておるのは感じておるわけですけれ

ども、現在、介護保険制度や、それから市の高

齢者福祉施策の中では、できる限りのところは

行っているところです。ちょっと答えにはなっ

てないかもしれませんけれども、そういった課

題のある家については多々報告があり、また住

民からの報告、それから地域の見守りを強化し

ていただいているというところが状況です。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）実際、うち、嫁の実家が

神奈川で、両親高齢なんです。そこも娘２人で、

どっちも嫁に行っているというところで、うち

らもそういう話をやっぱりするんですよ。もし

こっちへ来るんやったらけーへんかって。やっ

ぱり年齢も取っていったら何か起こる。それが

病気かも分からん、けがかもしれへんけれども、

何か起こったときにすぐ対応できない。やはり

家族としては心配。でも、住み慣れた町じゃな

いこっちへ来てね。本人らはどう考えるかなと

いうのはいろいろあるんですけれども、これか

らこういう世帯も増えてくるのかなと。もしか

しかたら、住民票は移してないかもしれへんけ

れども、親だけこっちへ来ている、橋本市へ引

っ越してきている可能性もあるかと思います。 

 たしか福祉部長と事前のレクの段階でも、

3,000円の商品券を送ったら実は受け取りなか

ったのがあって、家でもおれへんかったとかっ

て、逆も絶対あると思うんですよ。そういった

部分から、これから様々な実態調査というのは

絶対必要やし、これが橋本市ってあったかいま

ちやな、住みやすいなって思ってもらえる第一

歩になるのかな、そのように思っています。 

 調査となった場合に、やはりこれは民生委員

にお願いせざるを得ない。区長、町内会長にお

願いせざるを得ないのかなと。日々、区長、町

内会長、民生委員はいろんな市の仕事を代わり

にやってくれて頭の下がる思いで、本当にあり

がたいと思っております。でも、私はそこにも

っともっと市も甘えるところは甘えていかな

いと、ほんまの意味での住みよいまち橋本市っ

て分からないのかな。ほんまの意味での住みよ

いまち橋本市にならんのかなと。例えば災害と

かやったら、独居老人とかの調査って一応して

いると思うんですけれども、そういったのもこ

れから知らないところで増えてくるというの

が現実だと思います。 

 そこでいろいろ話を伺っていくと、民生委員

なら民生委員の研修等があるというふうに伺

ったんですけれども、やはりそういう場所でも、

「日中独居あるよ。こういった場合、ちょっと

１回注意してもらえれへんかな。考えてもらえ

れへんかな」という話を市からお願いしていく

のも一つかと思うんですけれども、その辺りに

ついてはいかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質問

にお答えします。 

 民生委員の確かに研修がございます。民生委

員はおのおのの活動の中で、高齢者の独り暮ら

しの世帯とかはまめに回っていただいている

ところでございます。ただ、全てを民生委員が

把握しているわけでもなく、またマンション等、

なかなか中に入っていけない部分もあるかと

思いますので、そういった部分も含めて、民生

委員のほうにはそういった柔軟な見守りも必

要であるということは、今後、お伝えしていき

たいなとは思っております。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 
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○16番（田中博晃君）よろしくお願いいたしま

す。これはほんまに市がお願いしていかなしゃ

あないところなのかなと。やはり職員で回ると

いうのは相当無理があるかと思いますし、やは

り地域の実情というのは、民生委員であったり、

区長、自治会長が一番詳しいかと思うので、市

からお願いしていってほしいと思いますし、そ

れが実態把握の一歩目になっていくのかな、そ

のように考えております。 

 以前には過去、長寿のお祝いとかというのは、

担当職員が地区割りでおって訪問していたと

いう話も聞いたことがあります。その訪問して

いたことがある意味実態調査にもなっている

し、高齢者の方だけじゃなくて家族のお話も聞

けたのかなというふうに考えております。今そ

れをせいとかと言うんじゃなくて、やはり情報

というのはとにかく大切だと。今この地域で何

が起きているのか。「あれ、最近、こうやって引

っ越してきた方おるんや」とかという情報も、

やはり何らかの形で橋本市が押さえていっと

かなあかんところなのかなというふうに考え

ておりますので、ぜひぜひ情報収集は徹底的に

行っていただきたい、そのように思います。 

 次に、お伺いしたいのが、日中独居と普通の

独居の違いですよね。場合によったら、仮に世

帯分離しとったら独居扱いになったりするこ

ともあります。それがええかどうかは別として、

日中独居という部分についてもきっちりと、独

居扱いという言い方がええかどうかは別なん

ですけれども、そういった方向を見いだしてい

かないと、いざ始まったら、何か事件、事故が

あったときに、そこ枠から外れてたよというん

じゃなくて、大切なのは同じように、日中独居

も独居とみなしていく方向も必要なのかなと。 

 恐らく近い将来、市単で様々な施策を打って

いくと思います。そのときに、そこを分けてし

まっていいのかどうか。いろんな自治体を調べ

てみたら、既に日中独居の方は独居とみなしま

すという地域もたくさんあります。今の橋本市

はそんな市単で大きなものというのはないか

と思うんですけれども、きっとこれからできて

くるかと思います。そこについてやはり市の方

向性として、日中独居であったり日中の高齢者

の世帯であったりというところにも、もっとも

っと意識を持っていかなならん、そのように考

えておるんですけれども、その辺について担当

課の考え、いかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）これまでの日中

独居、世帯分離というところがございますけれ

ども、本市の場合で言うと、ご相談があった場

合は必ず訪問なり、それから窓口なりでアセス

メントをして実態把握というか、状況のヒアリ

ングを行わせていただいています。確かに現在

の家では、例えば息子さん等が朝の早くから晩

の遅くまでお仕事をされてて帰ってくる時間

が遅いとかというところで、実質的な日中独居

になっているところもあろうかとは思います

ので、そういったところも含めて、アセスメン

トの際にはやむを得ない措置というか、そうい

ったところで柔軟に対応していきたいという

ふうに考えています。どういった施策があるか

は今後のところではございますけれども、日中

独居をしゃくし定規に扱うのではなくて、柔軟

な対応をしていきたいというふうに考えてい

ます。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）よろしくお願いいたしま

す。となった場合にやっぱり必要なのが、実態

調査はどないやっていこうかという部分です。

先ほど私のほうからは、民生委員はじめ、区長、

自治会長に頭を下げてお願いして、調査をして

いきませんかというような問いかけをさせて

いただきましたけれども、その部分での実態調

査というのを、担当部局、担当課としてどのよ

うにやっていくのか。その辺りについて何か考
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えはありますでしょうか。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）ただ今のご質問

にお答えします。 

 どういった形で実態調査をしていくかとい

う、その中身とかいろいろ方法があります。担

当部局としては、日中独居に関する実態調査と

いうのは全国でも行われている状況から鑑み

ますと、本市においても近い将来のところで、

実態調査というのはしていく必要があるかな

と思っています。３年に１度の介護保険の福祉

計画や、いろんな様々なアンケート調査という

のもありますので、そういったところも含めま

して、どういった形でやっていくかは今後の課

題となりますけれども、実態調査については前

向きに検討していきたいというふうに思って

おります。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）よろしくお願いいたしま

す。確かに３年に１回の調査も分かっています

けれども、内容って日々変わってくるし、今こ

れを言っとるのが来年、もしかたら違う方向か

もしれへんけれども、やはりできるだけ早い段

階で橋本市の現状、特によそから越してきて、

外へ出にくい人ももしかしたらおるかもしれ

へん。そこって一番声が届きにくいところやと

思っています。実際に市に相談しても、げんき

らりーとかというのを紹介してもらえるんで

すけれども、10人おったら７人は仮に行けるか

もしれない。でも、やはりなかなかコミュニテ

ィが確立したものについて、参加したくても参

加しにくいという部分もあるかと思いますの

で、やはり実態調査というのは必要だと思いま

す。 

 ほんで、答弁の中であったのが、げんきらり

ーとかそういうのを紹介していますよという

話もありましたけれども、それって僕は普通や

と思っていて、そこからもう一歩踏み込んで、

参加しづらい、参加したくてもできない方、参

加しない方、様々いらっしゃいますけれども、

仮に参加したくてもできない方について、そこ

の橋渡しというのはどのようにお考えでしょ

うか。すぐ「こんなんありますよ」という紹介

をするんじゃなくて、その辺の考え方ってござ

いますか。 

○議長（小林 弘君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（久保雅裕君）今、思いつける

選択肢の一つの中に、本年度から医療と介護の

連携というところで、本市においては保健師と、

それから専門職の方を雇って、いろいろ課題の

ある方、健康に課題のある方、もしくは介護に

課題のある方、それからそういった形で家の中

でいらっしゃる方について、ご相談に訪問させ

ていただいたりというところを今、徐々に進め

ております。ただ、今年度はまだデータ収集、

それから訪問する家庭をピックアップしてい

るところなので、なかなか実行には結びつけて

おりませんけれども、そういった今後、幅広い

展開もすることができると思っております。 

 また、昨日も福祉センターのほうで第２層協

議体の活動報告会というのがございまして、各

地域で先進地における市内の３協議体の発表

がありました。独自のボランティア活動を通じ

て地域の見守りをやっているところが多々ご

ざいますし、また、新たにほかの協議体でもそ

ういった見守り活動を考えているところが

多々ございます。そういったところに、市の中

で全てを賄うことができませんので、お願いを

させていただいて、何とかこの地域の中へ溶け

込むような導きとか、それから日頃の声かけ、

なかなか出てきづらい方、中にはいらっしゃる

と思いますので、ただ、でも、災害時にはそこ

にはその方がいるよというところだけでも地

域の方に知ってもらうことで、何とかその方の、

住んでよかったなと思えるような地域づくり

につなげていきたいと思っておりますので、よ
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ろしくお願いします。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）ほんまそこです。よろし

くお願いします。ここにこの方住んでたんやな、

引っ越してきたんやなと分かるのも大切やし、

ほんまにさっき言ったけど、もしかしたら住民

票を移してないかもしれへんという方もきっ

とおると思うんですよ。そういうときに住民票

でないからいないじゃなくて、ふだんからの近

所付き合いとか、さっきも言うとる様々な実態

調査の中で、もしかしたらいてるかもしれへん

なという意識づけ、こういう可能性があるとい

う思いをまず担当課が持ってもらう。そしてそ

れを個人情報の関係もあるかもしれへんけれ

ども、発信できるのであれば、発信していくと

いう部分が大切だと思うので、そこはやはりは

担当部局から、いろんな出せる範囲での情報と

いうのを地域なりに発信していかんと分から

ん。そのための実態調査も何らかの方法でやっ

てくれるということなので、まずは現状を完全

に把握してほしいです。やってくれるし、やっ

てくれる予定なので、そこはよろしくお願いし

ます。 

 さっきも言ったけど、日中独居の位置づけで

すよね。施策によって様々変わるかもしれへん

けれども、やはりそこは夜しか家族おれへんの

やったら独居と同じやんかというような意識

づけ、これも。まずは職員、橋本市がそういう

意識を持ってなかったら、あそこちゃうねんと

かってならんように、こんな可能性あるで。そ

れが一番大事なんかなというふうに思ってい

ます。その辺については、よろしくお願いいた

します。いっぱい聞きたいことはあるんやけど、

同じことの繰り返しになって、多分僕も実態調

査ばかり言うと思うし。まずは現状の把握です

ね。そこはできるだけ期間を置かず、できると

ころからやっていってください。これは要望で

すので、よろしくお願いいたします。 

 二つ目を終わります。 

 ほんで、３項目めの再質問ですけれども。答

弁の中で、民間事業者の経営に影響を与える可

能性ということでした。私どもがよう聞くのは、

例えば紀北分院まで、市町の枠を超えるのは分

かっています。ただ制度的には可能なんで、こ

れもお互いのまちが「うん」と言うたら、お金

の出す区分をどうするよって、様々な話合いが

あって、今日、あしたできるとは思っていませ

んけれども、答弁の中で民間事業者の経営に影

響を与えるということがまず出ておったんで

すけれども、そこ、具体的にありますか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）具体的に紀北

分院までということをおっしゃっていただい

たんですけれども、市町の枠を超えるというこ

とは運行の中では可能ではあると思うんです

けれども、先ほどの民間事業者への影響という

ところは、今、そしたら紀北分院に通院されて

いる方がどういう方法で行かれているか、どう

いう公共交通機関を使っているかといいまし

たら、やはりＪＲであったりとか、それからタ

クシーであったりとかというところが多いか

と思います。ＪＲに関しては、コミュニティバ

スが今のところ200円というところで、ほぼ変

わらない料金でＪＲが運行されているんです

けれども、病院までの距離とかを考えると、や

はりバス停から病院のほうが近いとかそうい

うところから、今までＪＲを使っていた方がコ

ミバスに移られるとか、それから、タクシーで

ドア・ツー・ドアで行っていた方が、コミバス

が通っているんやったらバス停まで行けるか

ら、コミバスで行こうかなというふうな、移動

手段を変えられるという場合も考えられまし

て、そういうところにつきましては、やはり私

どもの考えだけではなくて、協議会のほうで諮

らせていただいて、いろんな意見を賜った上で

決めていかなければならないと考えています。 



－40－ 

 それから、この４月から伊都振興局のほうに

地域課という課がつくられました。これはどう

いうことをしてくださるかというと、伊都振興

局の管内１市３町のいろんな地域の課題とか

を聞いていただいて、それを取りまとめやら調

整やら情報収集をしていただく課というふう

に聞いております。そこのお力もお借りしまし

て、ほかの市町との兼ね合いというところもご

ざいますので、今後、協議会に諮ることと併せ

て、協議させていただきたいなと思います。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）片や、例えば公共施設と

かやったら、三市協みたいなことも今後、橋本、

伊都でも同じようなことって考えていく可能

性もあるというのもちょっと聞いたりもして

いたもんで、やはり市町の枠を超えるのも、生

活圏というのはほぼほぼこの地域一緒という

のもありますので、橋本市生活交通ネットワー

ク協議会に出してくれるって言うたんで、ほん

まにええんかなと思いながらも、出してくれん

やったらぜひ出してください。できるできれへ

んじゃなくて、ちゃんとそういう議論もやって

いるよというのは、すごく市民に発信するのも

大切な第一歩目になりますので、よろしくお願

いいたします。 

 多分、議員の皆さん、当時行かれた方は覚え

ているかと思うんですけれども、例えばバス停

一つとっても、よその町やったら、そこですら

ネーミングライツでやってきた。橋本市の場合

は分かりやすさを追求するために、お店の名前

等々をつけて、お店の何とか前とかというふう

にやってきていますけれども、それに至るまで

に、そういうお話も庁内でされたんかな、どう

なんかなというのが少し気になっておったん

ですけれども、これもやっぱり議会で視察に行

った。そのときに担当の部局の方もついて行っ

ている。ちゃんと情報共有できているんかなと

か、そういったところも含めてなんですけれど

も、いかがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）バス停のネー

ミングライツのお話ですね。ほかの市町村で、

そういうバス停なりをネーミングライツで扱

われているところがあろうかと思います。私も

まだまだ勉強不足なんですけれども、今までバ

ス停の名前を変えてきたとか、そういうところ

にはいろんな変遷があって、協議会のほうでも

議論されてきたかとは思います。しかしながら、

ネーミングライツについて、今後どのような形

でしていくかというところにつきましても、や

はり協議会のほうで提案なりをするなどして、

諮っていかなければならないとは思います。た

だ、令和５年度にダイヤの改正であったり路線

の改正というのがございますので、今すぐにと

いうわけにはいかないかもしれませんけれど

も、また、課題の一つとして考えておかなけれ

ばならないことやと思っております。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）部長、ちゃうで。そうい

う議論があったんかどうか聞きたかっただけ

で、ネーミングライツでやってくださいじゃな

くて、橋本市は市民の方に分かりやすい名前の

バス停というのでいっているから、今後、変え

るんやったら、そのときはそのとき協議をやっ

てくれたらええんやけど、過去に議会委員会と

一緒に視察とか行っているんやけれども、よそ

はこういうネーミングライツもやっていた。そ

ういう情報ってきちんと共有されてたんかな

とか、今回、様々なバス停の名前をつけるとき

に、そういう議論もされたんかというのを聞き

たかっただけで。今後はまた今後なんでいいん

ですけど、いかがですか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）前回の改正の

ときに、バス停の名前が市民に密着したという

んですか、分かりやすい、地域の方に分かって
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いただきやすいという名前に変えたというと

ころからすれば、議論があったんだとは思いま

す。私、その辺、申し訳ないです、勉強不足で。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）というのは、やっぱり何

かあったらすぐ公共交通の会議にかけますと

いう話になるんですけれども、そこへそういう

意見ってちゃんと届いているのかなと。もちろ

ん議会のほうからも代表して議長と総務委員

長、行かれておりますけれども、やっぱり市か

らこんなんもあったよというお話というのを

出してあげてほしいんです。今はそういう視察

も何もやってないですけれども、あったときは

ね。議論の一つ、あくまでその中の一つとして

ね。それで結果そうしてくださいではなくて、

いろんな情報というのは、情報ってあって損は

ないと思いますので、そこをちょっと確認した

かったんです。 

 となった場合に、来年か、３月にダイヤ改正

があって、例えば高野口駅から市民病院へ行っ

たら、今の現状、乗換え、待ち時間、１時間半

ぐらいかかる時間帯もありますよね。多分、皆

さんご存じやと思います。やはりそうなったと

きに、さっきの市町の枠を超えて紀北病院とか

という話も、市民の方からどうしても聞こえて

きます。距離からしたら時間から、直で行けば

そんなかからないのにというのがあるんで、今

回このお話もさせてもらっているんですけれ

ども、ダイヤ改正はこれからやし、協議会を通

っとるかどうか分からん中でこんな質問をし

て、今は答えられへんわって言うかもしれへん

けれども、そういった、例えば高野口から行く

につけてはこれぐらい時間がかかるという現

状を踏まえたダイヤ改正等になっていくのか

どうか。まだ言えれへんところは言えないで構

わないので、その辺りの議論はされていますで

しょうか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）地域懇談会で

すとか、市民の地域の方の意見を聞く場も設け

させていただいて、あと、事業者との協議も重

ねております。そういった中で、橋本市生活交

通ネットワーク協議会の中の計画策定ワーキ

ングチームというところを設けたりしまして、

計画の内容については検討してございますし、

それから地域の意見を聞いて、今一番やはり乗

り継ぎがなかなか時間がうまく調整できない

というところがありますので、その辺について

は次のダイヤの改正で解消を図ってまいる予

定をしております。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）よろしくお願いいたしま

す。やはりこれって、例えば仮に市民病院を出

しましたけれども、行くのにこれだけ時間がか

かるって、乗換えで半時間待たんなんやんかと

かって実際あるんで、そこはほんまにうまいこ

とやってくれると信じておりますので、ここは

今の段階では期待しますとしか言いようがな

いんですけれども、ぜひ、できるだけ市民の方

が安心して行ける、楽に行けるようにしてくだ

さい。ここはお願いしかできやんので。 

 あともう一点なんですけれども、最初の答弁

の中で、日常の買物や通院、通勤、通学等みた

いな話もされておりました。これ、どういった

議論をされているかちょっと分からないんで

確認したいんですけれども、去年なんかも、う

ちの娘、学校へ行くのに、「実は電車で行くよ

りバスのほうが楽やねん」と言うんですよ。時

間はだいたい一緒に着くし、駅まで行く必要が

ない。うまいことバス停の近くにもし住んどっ

たら、乗ったらすぐ目的地まで行けるというか

な、こういう話があるんですけれども、ここの

部分って、コミバスを売る手段とちゃうのんっ

て思うんですよ。もっともっと通学する高校生、

バスの路線沿いに住んでいたらという条件は

つくにせよ、今の状態で１人、２人、３人しか
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乗ってないというんじゃなくて、駅へ行くより

こっちのほうが楽やで。もちろんこんなん言う

たら、それこそまたＪＲに怒られたりするんか

なとも思いながらも、やはり橋本市のコミバス

というのもきっちりと売っていかなあかんと

いうふうに考えておるんですけれども、そうい

った部分はどない考えていますか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）地域的なとこ

ろから橋本市全体的に見ますと、やはり自家用

車での移動というのが交通手段の中では多い

と思います。そんな中で、学生が通学などに使

っていただけるというのは大変ありがたいこ

とで、そこもＰＲしていかなければいけないな

と思っています。今度、まなびの日が11月にあ

るんですけれども、そこでコミバスをＰＲしよ

うという計画をしておりまして、やはり小さい

ときからそういう公共交通に興味を持ってい

ただくという一つのＰＲとして行っていきた

いなと思っているところです。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）さっきからいうたら逆に、

民間事業者に怒られへんかなという気にもな

ったりするんですけど、やはりコミバスという

ものも残していかなあかん。絶対そういうのが

あるので、特に今後、考えらなあかんのが、そ

うなったら定期とかどうすんねんということ

にもなってくるかと思うんですよ。今の段階で

は全然考えられてはないと思うんですけれど

も、それは市なのか公共交通なのか分からない

ですけれども、考えていける内容なのか。もし

利用者がおって、うまいこと通える学生さんが

おるんであれば、そこにはどんどんＰＲしてい

くべきやと思うんですけれども、そういった部

分はいかがですか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）今後のやはり

動向を見ながら、その辺については順次考えて

いきたいと思います。 

○議長（小林 弘君）16番 田中君。 

○16番（田中博晃君）ほんまにもう終わります

けれども、答弁でも持続可能なとか言うんやっ

たら、持続可能になるようにもっともっとＰＲ

していって、こんなんこそ様々な方から意見を

聞くべきやし、実際、今でも多分学生さん、何

人か乗られていると思うんですよ、私が見た限

りでも。そういった方の意見を聞くというのも

絶対大事やし、まなびの日とかも言われていま

したけれども、ただこちらから一方的に訴える

んじゃなくて、「実際乗ってどうよ」、逆に今乗

っている子に「どうよ」って聞くのも一つやと

思っていますので、それが楽しい橋本市、わく

わくする橋本市づくりの第一歩やと思います

ので、よろしくお願いいたします。 

 これで終わります。 

○議長（小林 弘君）この際、13時45分まで休

憩をいたします。 

（午後１時31分 休憩） 

                     


